
 

 

 

                              光市青少年センター 

１ 変遷 

  昭和３８年 ７月 １日  光市青少年補導委員制度の設置 

               社会課内に専従補導委員を委嘱し、常駐青少年相談開始 

  昭和４２年 ８月 １日  光市青少年補導センターを設置 

  昭和４５年 ４月 １日  光市青少年育成センターと改称 

  昭和５４年 ４月 １日  光市青少年センターと改称 

※ 以来、旧大和町との合併を経て、毎年２５０名程度の補導委員を委嘱    

令和 元年 ６月 ４日  光市青少年補導委員２５２名を委嘱 

令和 ２年 委嘱式中止  光市青少年補導委員２５７名を委嘱（委嘱状送付） 

令和 ３年 委嘱式中止  光市青少年補導委員２４９名を委嘱（委嘱状送付） 

令和 ４年 委嘱式中止  光市青少年補導委員２３６名を委嘱（委嘱状送付） 

 

２ 委嘱及び所属 （法的根拠等） 

◎「光市青少年センターの設置に関する規則」により 

  第７条の３項  補導委員は、関係機関、関係団体から推薦された者を光市教育委員会が委嘱する。 

  第７条の４項  補導委員の任期は、１年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の補導委員の任期 

は、前任者の残任期間とする。 

  第８条の１項  教育委員会は、補導委員に対し、その身分を明確にするために、「補導委員証」を 

交付する。 

  第８条の２項  補導委員でなくなった者は、補導委員証を教育委員会に返納しなければならない。 

 第７条の１項  青少年センターに光市青少年補導委員を置く。 

 

３ どのような活動をするのか 

  第７条の２項  補導委員は、青少年の健全育成に関する補導活動（非行防止・被害防止）及び社 

会環境浄化活動に従事する。 

       ⇒ ただし、現在は 

 （１）補導活動及び社会環境浄化活動の実際 

   ○ 善行（大小に関係なく）に対しては、賞賛・激励の声かけをする。 

   ○ 問題行動を見かけた場合は、優しく声かけ（愛の戒め・語りかけ）をする。 

   ○ 暴言・暴力等、自他の危険を感じた場合は、１１０番通報をする。 

○ 有害環境浄化活動（ポルノ雑誌等の放置、図書類販売店におけるポルノ雑誌等陳列違反 等） 

   ○ 青少年の善行・非行及び不審者等の情報を、青少年センターに情報提供する。 

     電 話   ０８３３－７２－２２４５  F A X   ０８３３－７２－２２４６ 

     メール   hikarikodomo@mx5.tiki.ne.jp 

 （２）補導・善導の対象となる行為種別 

    飲酒  喫煙  薬物乱用  凶器携帯  粗暴行為  けんか  万引き たかり  恐喝 

家出  深夜徘徊  無断外泊  不純異性交遊 深夜の連れ回し  性的いたずら  怠学 

怠業  不健全娯楽 金品持ち出し 暴走行為  危険な遊び（火遊び等） 公然わいせつ   

その他 

光市青少年補導委員の活動について(R4) 
 

“補導” から “見守り活動”へ 

『人』への指導から、『場所』の状況確認へ 



４ いつ活動するのか 

（１）日常的に（無理のない範囲で） 

  ○ 近隣や街頭等における見守り活動（補導）、環境浄化活動をする。 

（２）長期休業中に（組織的に） 

  ○ 各地域（コミュニティセンター単位）で班を編成して、長期休業中に地域をパトロールする。 

  ○ 光市校外補導連盟の組織（教職員）で、主として長期休業中に街頭補導をする。 

（３）市内の大きな行事の際に（自主的・主体的に） 

  ○ 光まつり、梅祭り、普賢祭り、光ふるさとまつり等の全市的な行事での見守り（補導）活動を 

する。 

  ○ 自治会・コミュニティセンター等の地域行事での見守り（補導）活動をする。 

 

５ 会合は年間どのくらいあるのか 

 （１）光市全体で全補導委員が参集する会議（年間２回程度） 

   ○ ６月初旬に「光市青少年補導委員委嘱式及び第１回全体研修会」（補導委員に委嘱状と補導委

員証が６月１日付で交付される。） 

   ○ １１月に「第２回全体研修会」 

 （２）コミュニティセンター単位で地区ごとに参集する会議 

   ○ 長期休業前（７月・１２月・３月）などにコミュニティセンター主催で実施される「地区別

補導委員会」（地区により異なる） 

 

６ どのようなことに留意して活動をするのか（「見守り活動」を中心に） 

 （１）補導委員証の提示 

    青少年に声をかける際、身分証明のため「補導委員証」を携帯する。 

 （２）留意点 

   ○ 善行に目や気を向け、賞賛や激励のことばをかける。 

   ○ 非行に対しては、心を開き、心を通わせて愛の戒めのことばをかける。 

   ○ 可能な限り複数による声かけ・補導・善導活動をする。 

   ○ 先入観・軽蔑的・威圧的補導（善導）活動をしない。 

   ○ 声かけでの反論や反抗に対しては、感情的に対抗しない。 

   ○ 危険と感じたり、危険と判断したりした場合は、深入りしない。 

   ○ 危険状態のグループや場には接近しない。 

   ○ 危害を加えられそうになったり、加えられたりした場合は、速やかに１１０番通報をする。 

   ○ 補導委員の自覚のもと、積極的な活動をする。言動や行動は、青少年の手本となるように努

める。 

◆ 活動中に事故があった場合は、「光市市民活動補償制度」の対象となるので、その場合はコミ 

ュニティセンターを通して関係書類を青少年センターに提出する。 

 
＜緊急連絡先＞ 光警察署      ７２－０１１０ 

         県警本部［緊急］      １１０ 

         光消防署［緊急］      １１９      

         海の事故［緊急］      １１８ 

         青少年センター  TEL：７２－２２４５ 

                  FAX：７２－２２４６ 

青少年 C 


